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屋内退避による内部被ばくの低減効果は多くの因子に影響される。本研究では、実家屋で室内外のエアロゾル濃度

を連続測定し、粒子状物質の家屋内での沈着率を導出した。 
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1. 緒言 原子力災害時の公衆に対する被ばく低減措置の一つとして、屋内退避が挙げられる。屋内退避による内

部被ばくに対する低減効果を調査するために、我々は今まで変動因子の一つである浸透率を実家屋で調査を行った
[1]。さらに環境因子をコントロールできるチャンバー内で沈着率を調査した[2]。しかしながら、チャンバー実験で

求めた沈着率をそのまま実家屋に適用できるかの保証はない。そこで、本研究では日本家屋での沈着率の変動幅の

導出及びチャンバー実験の値を実家屋に適用する際の留意点を調査することを目的として、実家屋で粒子状物質を

対象として沈着率を導出する実験を行った。 

 

2. 実験概要 過去の実験手法[3]を基に、東海村の家屋 2 軒（家屋 A：建築年 1975 年、床材 畳；家屋 B：建築年

1994年、床材 フローリング）で実験を行った。沈着率を導出する際に必要な自然換気率を導出するために、家屋

内に CO2を約 100 L散布した。同時に室内の床をホウキで約 1分間掃き、室内の粒子状物質濃度を増加させ、室外

からの粒子の侵入の寄与を相対的に小さくした。室内外の温湿度及びCO2濃度はT&D社製のおんどとりTR-76Ui、

室内外のエアロゾル濃度は日本カノマックス社製のレーザーパーティクルカウンタ MODEL3886 と TSI 社製のオ

プティカルパーティクルサイザーを用いて測定した。計測期間中、人の出入りはない。 

 

3. 解析方法 室内外の物質の交換は以下の式で表される。 
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ここで、CIは室内の粒子状物質濃度 (m−3)、COは室外の粒子状物質濃度 (m−3)、Pは浸透率、λeは自然換気率 (h−1)、

λdは室内での沈着率である (h−1)。自然換気率 λeは CO2濃度が指数関数的に減少する部分で指数フィッティングす

ることにより求めた。沈着率 λdは、CO2で求めた自然換気率 λeならびに前回発表した λeと浸透率 P の関係[1]を用

いて、ホウキで掃いた約 30分後の粒子状物質の濃度変化部を上式でフィッティングすることにより求めた。 

 

4. 解析結果 沈着率と粒径の関係を図に示す。粒径が大きいほど沈

着率が大きくなり、この傾向はアメリカの実家屋実験結果[3]と同様で

あった。チャンバー実験と比較すると、体積表面積比（チャンバー：

7 m−1、実家屋：約 2 m−1）の小さい実家屋での沈着率が小さい傾向で

あった。チャンバー実験値を 3.5で割ることで、実家屋と同じ体積表

面積比に換算した結果、チャンバー実験値は実家屋実験値に近づいた。

この結果は、チャンバーでの実験結果を実家屋に適用する際には、体

積表面積比を考慮する必要性を示している。粒径 1 μm以下の粒子で

は不確かさが大きいものの、家屋による違い、チャンバー実験値との

ずれが見られた。原因の一つとして、床材の違いが考えられ、今後チ

ャンバー実験により検討していく。 
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図 沈着率と粒径の関係 
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